
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

将来構想及び実現計画の概要図 

まちの将来像 

「市民力でつくる 未来へ続くふるさと 志木市」 
～ずっと住み続けたい、住んでみたいまちをめざして～ 

将来推計人口 
令和 7 年（2025 年） 

72,500 人 

将来構想 
 

基本目標 (政策）  

実現計画 
 

基本的施策  

実行計画 
 

事業  

具体的施策  
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計画の構成 
■将来構想 

 平成 28 年度から 

令和 7 年度まで 

■実現計画 

 前期：平成 28 年度から 

令和 2 年度まで 

後期：令和 3 年度から 

令和 7 年度まで 

■実行計画 

(3 年ごとのローリング) 

 

まちの将来像 

ずっと住み続けたい 住んでみたいまち 
志木の実現 

 

 

志木の実現 

 

 
将来像を実現するための施策の柱 

1 市民力が生きるまちづくり 

2 市民を支える快適なまちづくり 

3 活力と潤いのあるまちづくり 

4 未来を支えるまちづくり 

5 健全でわかりやすい行政運営 

市民力が結集した 
 

 

 
 

 

   

市
民
力
の
結
集 

 



 

 

策定にあたって 

本市では、平成２８年３月に、１０年間のまちづくり

の指針となる「志木市将来ビジョン（第五次志木市総合

振興計画）」を策定し、これに位置づけられた将来構想

の実効性を確保するため、「志木市将来ビジョン前期実

現計画」に基づき、各種施策を展開してまいりました。 

この間、少子高齢化や高度情報化の急速な進展などを

背景に市民生活の多様化は進み、市民ニーズはより複雑

かつ専門的なものへと変化する一方で、高度経済成長期

を中心に建設された公共施設が更新時期を迎えるなど、

本市を取り巻く環境は依然として厳しい状況にありま

す。さらに、未曾有の災禍が、地域経済活動や市民の暮らしなど、あらゆる面にお

いて大きな変容をもたらし、新たな課題への対応も求められています。 

こうした状況の中、このたび策定した「志木市将来ビジョン後期実現計画」では、

これまでの取組の柱である４つの戦略プロジェクトや分野ごとの施策体系に基づき、

社会情勢の変化に的確に対応するため、今後５年間に取り組む具体的な施策の方向

性や成果指標等の見直しを行いました。 

また、世界共通の目標である「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」を推進するとと

もに、高齢化の進展をはじめとするあらゆる地域課題に全市的に対応するため、「Ｓ

ＤＧｓの達成」及び「地域包括ケアの深化・推進」につながる主な具体的施策と、

各目標との関連づけを施策横断的に行ったところです。 

今後とも、まちの将来像である「市民力でつくる 未来へ続くふるさと 志木市」

の実現に向け、地域の関係団体との連携や民間活力の積極的な活用により施策の充

実に努めるとともに、本市自慢の幅広い市民力を結集し、今後のまちづくりに邁進

してまいる所存でありますので、皆様のより一層の市政への積極的なご参画をいた

だきますようお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり「市民意識調査」や意見公募手続などを通じてご

協力賜りました多くの市民の皆様に、心より感謝申し上げます。 

 

令和３年２月 

志木市長 

 

 



 

 

志    木    市    民    憲    章 

 

 

わたくしたちは、武蔵野の自然に恵まれ、長い歴史と伝統にはぐくまれ

た志木市民であることに誇りと責任を持ち、やすらぎと希望に満ちた住み

よい志木市をめざしてこの憲章を定めます。 

 

 

   １ 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。  

 

   １ 教養を高め、豊かなまちをつくりましょう。  

 

   １ きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。  

 

   １ スポーツに親しみ、健康なまちをつくりましょう。  

 

   １ 互いに助け合い、しあわせなまちをつくりましょう。  

 

                                        （昭和 55 年 10 月 26 日制定） 

 

 

 

 

 

 

  

市章 

志木市がますます四方に

発展すると同時に丸をあし

らって調和のとれた発展を

図案化した。 

（昭和 45 年 10 月 26 日制定） 

市の木-モクセイ 

広く庭木として植えられる常

緑樹で、高さ３ｍ～４ｍ。10 月

頃黄・白色などの花が咲く。香気

の花といわれ、よい香りがする。 

（昭和 55 年 10 月 26 日制定） 

市の花-ツツジ 

庭に植える常緑低木。５月頃

赤・紫・白色などの美しい花が

咲く。園芸品種が非常に多い。 

（昭和 55 年 10 月 26 日制定） 



 

 

 

志木市きれいな水とみどり豊かな健康平和都市宣言 

 

 

今、地球環境の保護と世界の恒久平和が叫ばれている中で、わたしたち

志木市民共通の願いは、まず、身近な自然を愛し、健康を育み、平和な社

会をつくることです。 

そのため、わたしたちは、水に親しみ、みどりを育てます。 

健康な心とからだを育てます。 

平和で自由な世界が確立されることを強く訴えます。 

そして、これらのことを市民一人ひとりが努力し、次代に引き継ぐこと

を誓います。 

わたしたち志木市民は、市制施行２０周年にあたり、ここに、きれいな

水とみどり豊かな健康平和都市の宣言をします。  

 

                  （平成２年 10 月 26 日制定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民の木-チョウショウインハタザクラ 
 花は大きく、一重咲きの花に雄しべの一部が旗の形をした

花びら（１～２枚）のあるヤマザクラの一種。 

（平成 15 年４月１日制定） 



 

 

 

志  木  市  子  ど  も  憲  章 

 

 

わたしたちは、水とみどり豊かな郷土・志木市の伝統を守り、一人ひと

りが２１世紀をつくる社会の一員として、互いに人権を尊重し合い、無限

の可能性に向かい、生き生きと成長していくため、この憲章を定めます。 

 

 

未 来 へ・・わたしたちは、大きな夢や希望をもち続けます。 

【希  望】    明るい未来に向かって、自ら考え、成長していきます。  

 

自 分 へ・・目標を常にもち、今できることに精一杯努力します。 

【自  立】    たくさんのことを学び、歩んでいきます。 

 

人間として・・すべての人々の個性を認め合い、いじめや差別をなくします。 

【人  権】    一人ひとりの人権を尊重します。 

 

周囲の人へ・・友だちや周囲の人を思いやります。 

【思いやり】   誰とでも笑顔であいさつを交わします。 

 

ふるさとへ・・豊かな自然に恵まれたこのまちを大切にします。 

【郷  土】    リサイクルやボランティアの活動に進んで参加します。 

 

                                          （平成 12 年 10 月 26 日制定） 

 

  



 

 

 

志木市子育て憲章 ～みんなで育てる元気な志木っ子～ 

 

 

わたくしたちは、２１世紀の志木市を担う子どもたちが、心身ともに健

やかに成長することを願い、子育てに夢と希望を持ち、子育てを通し、人

間として自らも成長し、“地域で子育て”をする環境を整え、“元気な志

木っ子”をはぐくむためのまちづくりを推進するため、この憲章を定めま

す。 

    

自 立 良いこと、悪いことを自分で判断し、社会の一員として責任あ

る行動ができる子どもに育てます。  

希 望 未来に向かって生きていく力を養い、夢と希望を持ち続けられ

る子どもに育てます。  

郷 土 自然を大切にし、遊び場や子どもたちの居場所があり、声を掛

け合い協力して子育てできるふるさとをつくります。  

家 庭 心が安らぐ居場所としての家庭を築き、マナーやしつけは大人

が行動で示し、手本となります。  

人 権 一人ひとりの個性を認め合い、“いのち”の大切さが感じとれ

る、やさしい子どもに育てます。  

 

 

（平成 16 年 10 月 26 日制定） 

  



 

 

志 木 市 教 育 大 綱 
 

 

 

次代を担うたくましい志木っ子と 

地域を支える市民を育む教育 

  

次代を担う子どもたちが、社会の激しい変化の中でも自立し、夢を持って

元気に成長できるよう、一人ひとりの可能性を伸ばし、豊かな人間性と新し

い時代を生き抜く力を家庭や地域とともに育みます。 

すべての市民が心豊かで生きがいのある人生を過ごせるよう、生涯学習の

充実や地域文化及びスポーツの振興を図ります。 

 

 

 

 

 

学力向上、体力向上の取組を推進し、児童生徒が学習に主体的に取り組む

意欲を高めながら、基礎学力、基礎体力を育み、それらを活用して課題を解決

するための思考力、判断力、表現力などの能力を育成します。  

 

 

 

子どもたち一人ひとりの可能性を伸ばし、豊かな人間性を育むため、少人

数学級編制や少人数指導などを絶えず検証し発展させるとともに、幼保小の

連携強化や小中一貫教育の取組により、質の高い教育を推進します。 

また、志や夢を持ち未来を拓く自立した子どもたちが成長するために、国

語力を基礎に、新たな教育課題である、外国語教育、ＩＣＴ教育など次世代を

見据えた教育を展開します。 

さらに、すべての子どもたちが、その個に応じた教育が受けられるよう、習

熟度別授業や、特別支援教育の充実などを図ります。 

  

■基本理念 

■基本方針 

確かな学力と健やかな体、そして新しい時代を生き抜く力の育成 １ 

一人ひとりの可能性を伸ばす質の高い教育の推進 ２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちに基本的な生活習慣や倫理観、道徳心などを育むためには、家

庭における教育が一番の原点であることから、保護者に対する意識付けを図

るとともに、地域と学校が一体となって子どもたちを育むことのできる教育

環境の推進を図ります。 

また、地域ぐるみで、笑顔あふれる元気でたくましい子どもたちを育むた

めに、地域とともに歩む学校づくりに取り組みます。 

 

 

 

子どもたちが、日本人として誇りを持ち成長できるよう、我が国を愛し、ふ

るさと志木、郷土志木を理解し、日本、そして郷土 の歴史や伝統文化を継承し

ていく心を育みます。 

また、地域文化活動を継承するため、子どもたちが文化芸術に親しむ環境

作りを進めるとともに、市民生活が心豊かなものとなるよう、市民の文化活

動を支援します。 

 

 

 

生涯学習環境を充実し共に支え合う地域社会を進めるため、学んで得た知

識等を地域社会で生かすため、生涯学習を通じた市民力の醸成を図ります。 

また、市民の誰もがスポーツを身近に感じられるよう、志木市スポーツ推

進計画に基づき、市民の健康ライフスタイルの支援を中核に、民間施設など

多くの機関と連携し、スポーツの推進に取り組みます。 

 

 

（平成 28 年 3 月 15 日制定） 

 

家庭と地域、学校が一体となって子どもたちを育む教育の推進 ３ 

日本そして郷土を愛し、文化・芸術に親しむ豊かな心を育む教育の推進 ４ 

生涯学習を通じた市民力の醸成とスポーツの振興 ５ 



 

 

志
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 大
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笑顔
え が お

あふれる元気
げ ん き

でたくましい志木っ子
し き  こ

をめざして！ 

 

 
 

あいさつは、生活
せいかつ

の一番
いちばん

の基本
き ほ ん

です。あいさつをすることで、とても 気持ち
き も  

がよくなりお互い
 た が  

が笑顔
え が お

になります。 楽しい
た の   

会話
か い わ

のきっかけにもなるでしょ

う。家族
か ぞ く

や友達
ともだち

、先生
せんせい

、地域
ち い き

の人
ひと

、まわりの人
ひと

みんなに大きな
お お    

声
こえ

であいさつし

ましょう。 

 

 

思いやり
お も      

は、相手
あ い て

の気持ち
き も  

を考えて
かんが   

みること、 相手
あ い て

の立場
た ち ば

に立つ
た  

ことから

生まれます
う     

。相手
あ い て

の気持ち
き も  

を 考 え
かんが  

、やさしい 心
こころ

で、家族
か ぞ く

、友達
ともだち

、まわりの人
ひと

みんなに思いやり
お も      

の気持ち
き も  

を持ちましょう
も      

。 

 

 

いじめは 決して
け っ    

許されない
ゆ る       

ことです。 誰
だれ

もが、一人
ひ と り

ひとりかけがえのない

大切
たいせつ

な存在
そんざい

です。いじめは絶対
ぜったい

にやめましょう。もしも、いじめを 見たり
み   

、い

じめを受けたら
う     

、強い
つ よ  

心
こころ

で勇気
ゆ う き

を持ち
も  

、まわりの人
ひと

に相談
そうだん

しましょう。 

 

 

早寝
は や ね

早
はや

起き
お  

など規則正しい
き そ く た だ     

生活
せいかつ

を送り
おく  

、朝
あさ

ごはんをしっかり食べる
た   

ことで、

脳
のう

と 体
からだ

にエネルギーが送られて
お く      

、朝
あさ

から元気
げ ん き

いっぱいに活動
かつどう

できます。やる

気
き

も出て
で  

、勉 強
べんきょう

や運動
うんどう

も頑張る
が ん ば   

ことができます。朝
あさ

ごはんをしっかり食べて
た   

、

元気
げ ん き

でたくましい子
こ

になりましょう。 

 

 

いろいろなことに、やる 気
き

を持って
も   

挑 戦
ちょうせん

してみることはとても大切
たいせつ

なこと

です。そこから得られる
え    

経験
けいけん

は、大きな
お お    

財産
ざいさん

になります。家庭
か て い

でのお手伝い
  て つ だ   

や

地域
ち い き

の清掃
せいそう

活動
かつどう

、ボランティア活動
かつどう

など、積極的
せっきょくてき

に取り組み
と  く  

ましょう。 

 

（平成 28 年 3 月 1５日制定） 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

 

目
もく

   標
ひょう

 

１ 元気
げ ん き

にあいさつをしよう！ 

２ 思いやり
お も     

を持とう
も   

！ 

３ いじめはやめよう！ 

４ 朝
あさ

ごはんをしっかり食べよう！ 

５ いろいろなことに進んで
す す    

取り組
と  く

もう！ 


